
 

 

 

 

 

 

 

 

令和 8年度 二本松市立小浜中学校 62名でスタート！  
満開の桜の中、１９名の新入生が加わり、全校生徒６２名で令和８年度の小浜中学校が力強くスタート

いたしました。私たちが目指すのは、伝統ある教育目標「創造・気迫・礼儀」を体現し、「自立した個人

としてたくましく生きる」生徒の姿です。変化の激しい時代にあっても、自らの足でしっかりと歩んでい

ける強さを育めるよう、教職員一同、全力で伴走してまいります。 

本年度も学校便り「さざなみ」では、子どもたちの輝く瞬間や学校の想いを丁寧にお伝えしていきます。

教職員一同、一丸となって「子どもたちのために」精一杯取り組んでまいりますので、本校教育への温か

いご支援をよろしくお願いいたします。 

令和８年度二本松市立小浜中学校生徒数 R８.4.６現在 

１年生 ２年生 ３年生 合計 

１９名 １３名 ３０名 ６２名 

令和８年二本松市立小浜中学校教職員一覧 R８.4.６現在 

№ 学年・職名 担任等 氏      名 担当教科 部活動・前任校等 

１ 校    長 坂 本  貴 光  浪江町教育委員会教育総務課より 

２ 教    頭 佐 藤  洋 平 保健体育  

３ 教務主任 二階堂  裕 之 技術・特支 ソフトテニス部 

４ 第

一

学

年 

教 諭 １年主任 
１組担任 佐 藤  郁 也 理 科 文化部 

５ 教 諭 副担任 菅 内  奏 美 保 体  

６ 非常勤講師 副担任 酒 井  明 美 家 庭  

７ 第

二

学

年 

教 諭 ２年主任 橋 本  雅 史 英 語 バスケットボール部 いわき市立平第二中学校より 

８ 教 諭  担  任 安 齋  和 輝 社 会 卓球部 

９ 非常勤講師 副担任 吉 田  祥 子 音 楽  

10 

第

三

学

年 

教 諭 ３年主任 菅 野  精 夫 数 学 卓球部 

１１ 教 諭 担  任 中 山  万 由 国 語 吹奏楽部 

１２ 教 諭 副担任 矢 内  浩 之 美 術  

13 
学力向上 

非常勤講師 
副担任 佐 藤 加津子 数 学  

１４ 養護教諭 大 内 奈緒子  吹奏楽部 

１５ 主任主査 本 多  要 子   

１６ 用務員 原     賢 治   

１７ 司書補 菅 野  裕 子   

１８ ＡＬＴ フーバー・エバンジェリン   

１９ スクールカウンセラー 根 上  正 志   

２０ スクールサポートスタッフ 伊 藤  久 子    

２１ 養護助教諭 星    沙弥香  産休補充（４月１５日より） 
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養護教諭の交代のお知らせ 

4月 13日（月）に行われました全校集会にて、校長より養護教諭の大内奈

緒子先生が産前産後休暇および育児休業に入る旨を子どもたちに伝えました。

その際の様子と、新しく着任する先生についてお知らせいたします。 

あいさつの中で、大内先生からは、これまで子どもたち一人ひとりと笑顔で

ふれあう時間を何よりも大切にしてきたこと、そしてこの学校での日々に深く

感謝していることが伝えられました。また、初めての出産を控えて少しの不安

はあるものの、それ以上に新しい命への大きな希望を抱いているという、現在

の素直な心境も語られました。子どもたちは、先生の言葉を温かい拍手で受け

止め、心温まるひとときとなりました。これに伴い、15日（水）より新しい

養護助教諭が着任し、本校の保健活動を引き継ぎます。 

氏名： 星  沙弥香   着任日： 2026年 4月 15日（水） 

新入生を代表し平澤晃さんが 

教科書を受け取りました。 
新入生を代表し大内怜さんが

入学祝い品を受け取りました。 
歓迎の言葉 

生徒会長 三浦友香さん 

誓いの言葉 

新入生代表 武藤陽菜さん 

４月６日（月）、令和８年度入学式を挙行いたしました。呼名に対し、会場に響き渡る大きな返事。新入生一人ひと

りの「これから頑張るぞ」という希望に満ちたやる気が、ひしひしと伝わってきました。新入生、在校生ともに、大変立

派な態度で式に臨む姿に、私自身も深く感心させられた一日となりました。 

  以下、当日新入生に贈った式辞の要旨を掲載いたします。 

（前略） 皆さんが学ぶこの小浜は、かつて伊達政宗公が天下を望む志を立てた、歴史と誇り高き地です。この地に

息づく「不撓不屈」の精神は、これからの正解のない時代を生きる皆さんにとって、大きな力となるはずです。中学校

生活で大切にしてほしいのは、自ら問いを持ち、泥臭く答えを追い求める「探求」の姿勢です。教科書の中だけでな

く、この豊かな二本松・小浜の風土を学び舎とし、地域の方々の知恵に触れながら、自分だけの「本物の知恵」を育

んでほしいと願っています。現在、二本松市では令和十年度の開校を目指し、小浜地区における新しい「義務教育学

校」の設立準備が進んでいます。新入生の皆さんは、小浜中学校の伝統を受け継ぎつつ、新しい歴史を創り出す

「架け橋」となる世代です。変化を恐れず、新たな時代を自分たちが創るという挑戦心を持って歩んでいってくださ

い。私たち教職員は、一人ひとりの可能性を最大限に引き出すため、常に生徒の心に寄り添い、全力を尽くしてまい

ります。義務教育学校への移行期という重要な時期ではございますが、これまで以上に家庭・地域との連携を深め、

お子様の健やかな成長を共に支えていければ幸いです。（略） 


